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多
文
化
共
生
指
針
を
策
定
し
ま
し
た

　
伊
賀
市
に
は
た
く
さ
ん
の
外
国
人
が
住

ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
外
国
人
住
民
と

職
場
で
一
緒
に
働
い
た
り
、
学
校
の
同
級

生
だ
っ
た
り
、
病
院
の
待
合
室
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
見
か
け

る
と
思
い
ま
す
。

　
８
月
末
現
在
の
市
内
の
外
国
人
人
口
は

５
，
５
０
２
人
で
、
全
体
の
６・
２
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
あ
る
人
々
が
共
に

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
多
様
性
を
認

め
合
い
、
安
心
・
安
全
で
、
誰
も
が
生
き

が
い
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

多
種
多
様
な
経
験
や
文
化
的
背
景
を

持
っ
て
い
る
人
が
住
ん
で
い
る
伊
賀
市
の

特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
に
、
今
年
８
月
に
「
伊
賀
市
多
文

化
共
生
指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

◆
基
本
理
念

　
互
い
の
文
化
的
背
景
や
多
様
性
を
認
め

合
い
住
み
よ
さ
が
実
感
で
き
、
と
も
に
新

た
な
価
値
を
創
造
す
る
社
会
の
実
現

◆
指
針
の
基
本
方
針

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
多
文
化

共
生
意
識
の
醸
成
と
社
会
参
画
の
推
進

○
生
活
基
盤
の
充
実

○
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

○
推
進
体
制
の
整
備
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ

の
対
応

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
施
策
や

連
携
・
協
働
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
令
和

４
年
度
に
「
伊
賀
市
多
文
化
共
生
推
進
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
12
月
に
は
「
多
文
化
共
生

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
に
策
定
し
た
伊
賀
市
文
化

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
と
伊
賀
市
文
化
振
興
条
例

を
も
と
に
、
行
政・市
民・地
域・事
業
者・

公
益
文
化
団
体
な
ど
が
連
携
・
協
力
・
協

働
し
て
文
化
振
興
に
取
り
組
む
た
め
「
伊

賀
市
文
化
振
興
プ
ラ
ン
前
期
実
行
計
画
」

（
令
和
３
〜
７
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

◆
プ
ラ
ン
の
特
徴

　
文
化
の
力
に
よ
り「
ひ
と
を
育
む
」（
市

民
文
化
政
策
）
と
「
ま
ち
を
育
む
」（
都

市
文
化
政
策
）
の
２
つ
の
視
点
を
持
ち
、

教
育
・
福
祉
・
医
療
・
多
文
化
共
生
・
観

光
な
ど
他
分
野
と
の
連
携
に
よ
っ
て
市
の

文
化
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

◆
７
つ
の
基
本
方
針

　
ビ
ジ
ョ
ン
が
掲
げ
る
次
の
７
つ
の
基
本

方
針
に
基
づ
い
て
取
り
組
み
を
進
め
、
俳

聖
松
尾
芭
蕉
の
俳
諧
理
念
で
あ
る
「
不
易

流
行
」
が
表
す
「
伝
統
の
継
承
と
多
様
な

文
化
価
値
を
創
造
す
る
文
化
都
市
”伊
賀

市“
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

○
誰
も
が
文
化
芸
術
に
触
れ
合
え
る

○
子
ど
も
た
ち
が
文
化
芸
術
を
体
感
で
き
る

○
人
材
を
育
成
・
活
用
し
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

○
施
設
を
整
備
・
活
用
し
環
境
を
整
え
る

○
文
化
を
継
承
し
新
た
に
創
造
す
る

○
観
光
・
産
業
と
連
携
し
て
文
化
を
発
信
す
る

○
文
化
芸
術
を
通
し
て
社
会
的
課
題
に
取
り
組
む

◆
プ
ラ
ン
の
推
進

　
次
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
の
課
題
や
目
的
を
共
有
し
効
果
を
高

め
合
う
こ
と
に
つ
な
げ
ま
す
。

○
関
係
す
る
団
体
に
よ
る
意
見
交
換
会

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
文
化
に
関
す
る
情

報
を
集
約
・
発
信

○
「
事
業
カ
ー
ド
」
の
運
用

※
プ
ラ
ン
本
冊
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
プ
ラ
ン
概
要
版
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ほ
か
本
庁
舎
総
合
窓
口
、
文
化
交
流

課
、
各
支
所
振
興
課
、
各
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

伊
賀
市
文
化
振
興
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

【
問
い
合
わ
せ
】　
文
化
交
流
課

　
☎
22
・
９
６
２
１　
℻  
22
・
９
６
１
９　

bunka@
city.iga.lg.jp

【
問
い
合
わ
せ
】　
市
民
生
活
課
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多文化共生指針策定委員会委員長から市長へ指針を手渡しました。

（概要版） （本冊）

今
年
度
の
テ
ー
マ
「
あ
な
た
の
行
動
、
い
い
ね
！
」

11
月
11
日
〜
12
月
10
日
は
「
差
別
を
な
く
す
強
調
月
間
」
で
す

　
昭
和
23
年
12
月
10
日
の
第
３
回
国
連
総

会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　
20
世
紀
に
世
界
を
巻
き
込
ん
だ
大
戦
が

二
度
も
起
こ
り
、
特
に
第
２
次
世
界
大
戦

で
は
、
人
種
に
よ
る
迫
害
や
大
量
虐
殺
な

ど
、
人
権
侵
害
、
人
権
抑
圧
が
横
行
し
ま

し
た
。「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
そ
れ
ら

の
反
省
か
ら
、
人
権
問
題
は
国
際
社
会
全

体
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
人
権
の
保
障

が
世
界
平
和
の
基
礎
で
あ
る
と
い
う
考
え

方
を
も
と
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
宣

言
は
法
的
な
拘
束
力
を
持
つ
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
初
め
て
人
権
の
保
障
を
国

際
的
に
う
た
っ
た
画
期
的
な
も
の
で
す
。

　
国
連
は
昭
和
25
年
12
月
４
日
の
第
５
回

国
連
総
会
で
、
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
12
月

10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
翌
年
の
昭
和
26
年
か
ら
毎
年

12
月
10
日
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を

「
人
権
週
間
」
と
定
め
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
11
月
11
日
か
ら
12
月
10
日
ま

で
の
一
カ
月
間
を
「
差
別
を
な
く
す
強
調

月
間
」
と
し
て
、
今
年
度
は
「
あ
な
た
の

行
動
、
い
い
ね
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
地

域
で
差
別
を
な
く
す
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
人
権
政
策
課
ま
た
は
上
野

支
所
を
除
く
各
支
所
振
興
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
生
活
に
か
か
せ
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
私
た
ち
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
総

務
省
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
令
和
元

年
の
個
人
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
率
は

約
90
％
で
、
そ
の
利
用
目
的
は
13
歳
か
ら

19
歳
の
約
80
％
、
80
歳
以
上
で
も
40
％
以

上
の
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
と
回
答
し

て
い
ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
人
と
会
う
機
会
が
減
り
、
電
子
メ
ー

ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

す
る
機
会
が
増
え
た
と
感
じ
る
人
は
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
遠
方
で
暮
ら

す
家
族
と
会
う
機
会
が
減
り
、
年
末
年
始

な
ど
に
テ
レ
ビ
電
話
で
お
互
い
の
状
況
を

や
り
取
り
し
た
と
い
う
話
も
よ
く
聞
か
れ

ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
人
も
多
く
い
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
多
く
の
人

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

　

便
利
な
反
面
、「
感
染
し
た
の
は
○
○

の
職
場
の
△
△
」「
感
染
者
宅
に
投
石
が

あ
っ
た
」「
感
染
者
の
家
族
が
自
殺
し
た
」

と
い
っ
た
、
情
報
源
が
あ
い
ま
い
で
真
偽

も
不
明
な
情
報
が
投
稿
さ
れ
、
さ
ら
に
そ

の
投
稿
を
見
た
人
が
拡
散
す
る
と
い
っ
た

事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
そ
の

利
便
性
か
ら
広
く
利
用
さ
れ
る
反
面
、
そ

の
匿
名
性
を
利
用
し
て
デ
マ
や
差
別
・
誹

謗
中
傷
な
ど
の
投
稿
を
す
る
人
も
見
ら
れ

ま
す
。
昨
年
に
は
テ
レ
ビ
出
演
し
た
タ
レ

ン
ト
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
誹
謗
中
傷
に
苦
し

み
、
自
ら
命
を
絶
つ
と
い
う
事
件
も
起
こ

り
ま
し
た
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
人
権

侵
害
を
防
ぐ
た
め
に

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
、
多

く
の
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
す
べ

て
が
正
し
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
私
た
ち
に
は
、

正
し
い
情
報
を
見
定
め
る
「
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
」
が
必
要
で
す
。

　
そ
し
て
、
直
接
人
と
接
す
る
と
き
と
同

じ
よ
う
に
、
社
会
的
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
を

守
り
、
必
ず
相
手
の
人
権
を
尊
重
し
ま

し
ょ
う
。お
互
い
の
顔
が
見
え
な
く
て
も
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
っ
た
先
に
い

る
の
は
、
心
を
も
つ
生
身
の
人
間
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
４
つ
の
ル
ー
ル
】

○
差
別
的
な
発
言
・
誹
謗
中
傷
の
投
稿
は

絶
対
に
し
な
い
。

○
安
易
に
不
確
か
な
情
報
を
投
稿
・
拡
散

し
な
い
。

○
自
分
・
他
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ

る
情
報
は
投
稿
し
な
い
。

○
不
特
定
多
数
が
見
る
こ
と
を
常
に
意
識

す
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
人
権
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
８
３　
℻  
22
・
９
６
８
４　

jinken-danjo@
city.iga.lg.jp
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多
文
化
共
生
指
針
を
策
定
し
ま
し
た

　
伊
賀
市
に
は
た
く
さ
ん
の
外
国
人
が
住

ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
外
国
人
住
民
と

職
場
で
一
緒
に
働
い
た
り
、
学
校
の
同
級

生
だ
っ
た
り
、
病
院
の
待
合
室
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
見
か
け

る
と
思
い
ま
す
。

　
８
月
末
現
在
の
市
内
の
外
国
人
人
口
は

５
，
５
０
２
人
で
、
全
体
の
６・
２
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
あ
る
人
々
が
共
に

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
多
様
性
を
認

め
合
い
、
安
心
・
安
全
で
、
誰
も
が
生
き

が
い
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

多
種
多
様
な
経
験
や
文
化
的
背
景
を

持
っ
て
い
る
人
が
住
ん
で
い
る
伊
賀
市
の

特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
に
、
今
年
８
月
に
「
伊
賀
市
多
文

化
共
生
指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

◆
基
本
理
念

　
互
い
の
文
化
的
背
景
や
多
様
性
を
認
め

合
い
住
み
よ
さ
が
実
感
で
き
、
と
も
に
新

た
な
価
値
を
創
造
す
る
社
会
の
実
現

◆
指
針
の
基
本
方
針

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
多
文
化

共
生
意
識
の
醸
成
と
社
会
参
画
の
推
進

○
生
活
基
盤
の
充
実

○
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

○
推
進
体
制
の
整
備
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ

の
対
応

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
施
策
や

連
携
・
協
働
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
令
和

４
年
度
に
「
伊
賀
市
多
文
化
共
生
推
進
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
12
月
に
は
「
多
文
化
共
生

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
に
策
定
し
た
伊
賀
市
文
化

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
と
伊
賀
市
文
化
振
興
条
例

を
も
と
に
、
行
政・市
民・地
域・事
業
者・

公
益
文
化
団
体
な
ど
が
連
携
・
協
力
・
協

働
し
て
文
化
振
興
に
取
り
組
む
た
め
「
伊

賀
市
文
化
振
興
プ
ラ
ン
前
期
実
行
計
画
」

（
令
和
３
〜
７
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

◆
プ
ラ
ン
の
特
徴

　
文
化
の
力
に
よ
り「
ひ
と
を
育
む
」（
市

民
文
化
政
策
）
と
「
ま
ち
を
育
む
」（
都

市
文
化
政
策
）
の
２
つ
の
視
点
を
持
ち
、

教
育
・
福
祉
・
医
療
・
多
文
化
共
生
・
観

光
な
ど
他
分
野
と
の
連
携
に
よ
っ
て
市
の

文
化
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

◆
７
つ
の
基
本
方
針

　
ビ
ジ
ョ
ン
が
掲
げ
る
次
の
７
つ
の
基
本

方
針
に
基
づ
い
て
取
り
組
み
を
進
め
、
俳

聖
松
尾
芭
蕉
の
俳
諧
理
念
で
あ
る
「
不
易

流
行
」
が
表
す
「
伝
統
の
継
承
と
多
様
な

文
化
価
値
を
創
造
す
る
文
化
都
市
”伊
賀

市“
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

○
誰
も
が
文
化
芸
術
に
触
れ
合
え
る

○
子
ど
も
た
ち
が
文
化
芸
術
を
体
感
で
き
る

○
人
材
を
育
成
・
活
用
し
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

○
施
設
を
整
備
・
活
用
し
環
境
を
整
え
る

○
文
化
を
継
承
し
新
た
に
創
造
す
る

○
観
光
・
産
業
と
連
携
し
て
文
化
を
発
信
す
る

○
文
化
芸
術
を
通
し
て
社
会
的
課
題
に
取
り
組
む

◆
プ
ラ
ン
の
推
進

　
次
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
の
課
題
や
目
的
を
共
有
し
効
果
を
高

め
合
う
こ
と
に
つ
な
げ
ま
す
。

○
関
係
す
る
団
体
に
よ
る
意
見
交
換
会

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
文
化
に
関
す
る
情

報
を
集
約
・
発
信

○
「
事
業
カ
ー
ド
」
の
運
用

※
プ
ラ
ン
本
冊
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
プ
ラ
ン
概
要
版
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ほ
か
本
庁
舎
総
合
窓
口
、
文
化
交
流

課
、
各
支
所
振
興
課
、
各
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

伊
賀
市
文
化
振
興
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

【
問
い
合
わ
せ
】　
文
化
交
流
課
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bunka@
city.iga.lg.jp

【
問
い
合
わ
せ
】　
市
民
生
活
課
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in@
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多文化共生指針策定委員会委員長から市長へ指針を手渡しました。

（概要版） （本冊）

今
年
度
の
テ
ー
マ
「
あ
な
た
の
行
動
、
い
い
ね
！
」

11
月
11
日
〜
12
月
10
日
は
「
差
別
を
な
く
す
強
調
月
間
」
で
す

　
昭
和
23
年
12
月
10
日
の
第
３
回
国
連
総

会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　
20
世
紀
に
世
界
を
巻
き
込
ん
だ
大
戦
が

二
度
も
起
こ
り
、
特
に
第
２
次
世
界
大
戦

で
は
、
人
種
に
よ
る
迫
害
や
大
量
虐
殺
な

ど
、
人
権
侵
害
、
人
権
抑
圧
が
横
行
し
ま

し
た
。「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
そ
れ
ら

の
反
省
か
ら
、
人
権
問
題
は
国
際
社
会
全

体
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
人
権
の
保
障

が
世
界
平
和
の
基
礎
で
あ
る
と
い
う
考
え

方
を
も
と
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
宣

言
は
法
的
な
拘
束
力
を
持
つ
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
初
め
て
人
権
の
保
障
を
国

際
的
に
う
た
っ
た
画
期
的
な
も
の
で
す
。

　
国
連
は
昭
和
25
年
12
月
４
日
の
第
５
回

国
連
総
会
で
、
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
12
月

10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
翌
年
の
昭
和
26
年
か
ら
毎
年

12
月
10
日
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を

「
人
権
週
間
」
と
定
め
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
11
月
11
日
か
ら
12
月
10
日
ま

で
の
一
カ
月
間
を
「
差
別
を
な
く
す
強
調

月
間
」
と
し
て
、
今
年
度
は
「
あ
な
た
の

行
動
、
い
い
ね
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
地

域
で
差
別
を
な
く
す
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
人
権
政
策
課
ま
た
は
上
野

支
所
を
除
く
各
支
所
振
興
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
生
活
に
か
か
せ
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
私
た
ち
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
総

務
省
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
令
和
元

年
の
個
人
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
率
は

約
90
％
で
、
そ
の
利
用
目
的
は
13
歳
か
ら

19
歳
の
約
80
％
、
80
歳
以
上
で
も
40
％
以

上
の
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
と
回
答
し

て
い
ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
人
と
会
う
機
会
が
減
り
、
電
子
メ
ー

ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

す
る
機
会
が
増
え
た
と
感
じ
る
人
は
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
遠
方
で
暮
ら

す
家
族
と
会
う
機
会
が
減
り
、
年
末
年
始

な
ど
に
テ
レ
ビ
電
話
で
お
互
い
の
状
況
を

や
り
取
り
し
た
と
い
う
話
も
よ
く
聞
か
れ

ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
人
も
多
く
い
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
多
く
の
人

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

　

便
利
な
反
面
、「
感
染
し
た
の
は
○
○

の
職
場
の
△
△
」「
感
染
者
宅
に
投
石
が

あ
っ
た
」「
感
染
者
の
家
族
が
自
殺
し
た
」

と
い
っ
た
、
情
報
源
が
あ
い
ま
い
で
真
偽

も
不
明
な
情
報
が
投
稿
さ
れ
、
さ
ら
に
そ

の
投
稿
を
見
た
人
が
拡
散
す
る
と
い
っ
た

事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
そ
の

利
便
性
か
ら
広
く
利
用
さ
れ
る
反
面
、
そ

の
匿
名
性
を
利
用
し
て
デ
マ
や
差
別
・
誹

謗
中
傷
な
ど
の
投
稿
を
す
る
人
も
見
ら
れ

ま
す
。
昨
年
に
は
テ
レ
ビ
出
演
し
た
タ
レ

ン
ト
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
誹
謗
中
傷
に
苦
し

み
、
自
ら
命
を
絶
つ
と
い
う
事
件
も
起
こ

り
ま
し
た
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
人
権

侵
害
を
防
ぐ
た
め
に

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
、
多

く
の
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
す
べ

て
が
正
し
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
私
た
ち
に
は
、

正
し
い
情
報
を
見
定
め
る
「
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
」
が
必
要
で
す
。

　
そ
し
て
、
直
接
人
と
接
す
る
と
き
と
同

じ
よ
う
に
、
社
会
的
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
を

守
り
、
必
ず
相
手
の
人
権
を
尊
重
し
ま

し
ょ
う
。お
互
い
の
顔
が
見
え
な
く
て
も
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
っ
た
先
に
い

る
の
は
、
心
を
も
つ
生
身
の
人
間
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
４
つ
の
ル
ー
ル
】

○
差
別
的
な
発
言
・
誹
謗
中
傷
の
投
稿
は

絶
対
に
し
な
い
。

○
安
易
に
不
確
か
な
情
報
を
投
稿
・
拡
散

し
な
い
。

○
自
分
・
他
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ

る
情
報
は
投
稿
し
な
い
。

○
不
特
定
多
数
が
見
る
こ
と
を
常
に
意
識

す
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
人
権
政
策
課
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